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会 議 録 

会 議 名 平成２０年度 第２回 丸亀市行政評価委員会 

開催日時 平成２０年７月１１日(金)  午前１０：００～午前１２：００ 
開催場所 丸亀市役所 本館５階第 1会議室 

出席者 

(出席委員) 
柴田 潤子   田中  豊   三宅 耕三 
石原  茂   河田 博之   長尾 正美  溝渕 由美子 

 (欠席委員) 
   岡  千枝 
(説明のために出席した者) 
   企画財政部長  直江 安俊   企画課長  大喜多 章親 

企画課行政改革推進室長  矢野  律  企画課担当長  小山 隆史 
   企画課主任  勝田 知子 

議 題 

１．施策・事務事業評価について 

・施策、事務事業等に関する質問と回答 
・今後の評価作業について 

２．その他 

傍聴者 なし 
発言者 議事の概要及び発言の要旨 

議事の進行 
及び発言の 
要旨 
 
 
企画課担当

長 
 
委員長 
 
 
石原委員 
 
 
企画課担当

長 
 
 

田中委員長あいさつ 

 おはようございます。本日の議題は、次第のとおり「施策・事務事業評価につい

て」、要点は「施策・事務事業に関する質問と回答」、それと「今後の評価作業につ

いて」となっておりますが、事務局より説明をお願いします。 

 

《｢施策・事務事業に関する質問と回答｣の概要及び評価作業内容について説明》 

 

 

只今、事務局から説明がありましたが、まずは施策レベルでの質問・回答の中で

確認したいことや意見があればお願いします。 

 

P12、119（特定健康診査事業）について 

資料にある消耗品費、役務費、委託費などの用語の説明をお願いします。 

 

これらの用語は、歳出予算の費目を表したものですが、この場合は、消耗品費は

物品等の購入代、印刷製本費は市民に配る資料等の印刷代、役務費は切手などの郵

送代、委託料は医師や医療機関に対する健康診査の委託料、負担金は香川県国民健

康保険団体連合会に対する負担金といったような内容となっています。 
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同事業で、40～74 歳、65～74 歳に分けている理由は何ですか。 

 

年齢区分により健康診査に係る委託の単価が違うため、予算を立てる上で分けて

積上げしています。 

 

 

P１、2（循環型社会の構築）について 

不法投棄に関して、実際問題として、どのように不法投棄を見つけているのか、

またどのような場所に多いのか、教えてください。 

 

通報により発見している場合もありますが、定期的な巡回等については確認しま

す。 

 

投棄場所は河川、山道が多いです。 

 

 

ごみ収集場に投棄される場合もありますか。 

 

あります。投棄されたごみはクリーン課が現地へ行き確認します。 

 

 

P2、8(公園の整備)について 

NPO スポーツクラブ飯山が綾歌土器川公園を運営しているのは間違いないです

か。 

 

確認します。 

 

P2、7（住宅・住空間の整備）について 

区画整理事業が滞っているようですが、このまま継続するのですか。また、もっ

と積極的に保留地の PR をすべきではないのですか。 

 

すでに換地計画に基づき工事に着手しており、事業の見直しは難しいですが、保

留地処分に関しては、積極的な PR が必要だと考えます。 

 

どのような取組、PR をしているのですか。 

 

組合に対し話はしているようですが、具体的には確認いたします。 
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ただ、施工者はあくまでも組合であり、市は補助金等により事業を進めています。

直接保留地を処分することはできませんが、市としてもできるだけ早く処分できる

よう、組合とも協議していきたいと考えています。 

 

P5、19(救急・救命体制の強化)について 

AED の設置場所に飯山高校が入っていないのはなぜですか。 

 

小中学校は、市の施設ですが、高校は県立なので情報をつかんでないのかもしれ

ません。 

 

 P3、12(生活排水処理施設の整備)について 

水洗化率を上げるのは重要なことだと思います。いくら市が整備してもつないで

くれないと意味がありません。接続率の推移について次回示してください。 

 

 同施策の説明に、「下水道整備認可区域」とありますが、認可区域のエリア等に

ついて教えてください。 

 

 認可区域は定期的に見直しを行っていますが、現時点での認可区域を地図で示し

たいと思います。 

 

 P2、8(公園の整備)について 

綾歌森林公園も生涯学習課が担当ですか。 

 

 これは資料の間違いです。都市経済部都市計画課が担当になりますので修正をお

願いします。 

 

P5、18(消防・防災体制の整備)について 

火災の際、特に綾歌・飯山地区では出動指令が出てから、現場への到着が以前よ

り時間がかかっていると聞きます。消防団へはどのような方法で連絡しているので

すか。 

 

火災が発生した場合、消防団員には携帯電話にメールで場所等についての情報を

一斉送信し、連絡を受けた団員は、直接現地へ向う者と消防車を置いてある屯所へ

向う者とに分かれます。屯所には火災現場を記した地図がファックスで送られてく

るので、送られた地図を確認し、消防車が現地へ向います。以前のようにサイレン

で知らせていませんので、確かに時間がかかっているのかもしれません。 

 

新しい消防庁舎はいつ完成しますか。それにより今までの通信システム等は、技
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術的に新しい工夫がされていますか。 

 

消防庁舎の起工式はすでに行われ、契約もできており、平成２２年４月稼動の予

定で工事が進められています。通信システムも国の方針で、デジタル化が求められ

ており、今の予算で５～６億円の設備となります。また、建物、通信システムなど

すべてあわせた事業費は３２億円程度となっています。 

 

P2、8(公園の整備)について 

先ほどの森林公園、土器川公園ともに特に整備計画はないとのことですが、今後

の取組をお聞きしたいです。整備が急がれるので、「計画がありません。」だけでは

十分な回答とは思えません。前向きに取り組んでいただきたいです。 

P8、32(芸術文化活動の推進)について 

中央図書館と飯山図書館の利用者数は飯山図書館の方が多いのに、職員の数が少

ないのはバランスに欠けているのではありませんか。 

 

意見としてお伺いし、関係部署の所見を求めたいと思います。 

 

 

P8、37（市民活動団体の支援・充実）について 

市民活動団体として、地域コミュニティの数は 15 で正しいですか。 

 

現在は飯山町２地区が加わり 17 ですが、平成 17 年度末の状況なので 15 であっ

ています。 

 

P7、30(学校教育の充実)について 

学校給食の地産地消率向上が上げられていますが、農産物自体の地産地消をなお

いっそう進めるよう働きかけてほしいです。 

 

そうしたことも、意見として出していただければと思います。 

 

 

P8、32(芸術文化活動の推進)について 

図書館の職員に関して、非常勤と派遣の待遇などの違いを教えてください。 

 

非常勤はアルバイト、派遣は人材派遣会社と契約を結びそこから派遣された人の

ことです。 

 

飯山図書館は飯山総合学習センターと併設していますが、飯山図書館に職員２名

と派遣６名の８名が常時いるということですね。 
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飯山総合学習センターにも職員はいますが、ここで示している数には入っていま

せん。 

 

ほかにはありませんか。それでは事務事業の質問に移りたいと思います。質問の

ある方はいませんか。 

 

P11、24(東汐入川緑道公園整備事業)について 

東汐入川の埋立地は、洪水時の非難場所に利用していくのですか。 

 

将来的には災害時の避難場所にも活用すると聞いています。 

 

 

洪水時に土器川の水位が上昇した場合、東汐入川の埋立地は大丈夫ですか。 

 

高潮等では海の水位が上がってきますが、東汐入川の水位は土器川自体とはあま

り関係ありません。東汐入川はもともと水量が少ないので、心配ないのではないか

と考えています。 

 

P10、4（塵芥収集車等購入事業）、5(し尿収集車等購入事業)について 

直営と民間委託ではコストにかなり差がありますが、さらに民間委託へ移行して

いく計画はありますか。 

 

不燃、可燃ごみ収集に関しては、民間委託の範囲を拡大していく予定です。 

 

 

廃棄物の処理については、行政改革の計画の中でも民間委託を進めることになっ

ています。 

 

民間委託をすれば、同じ仕事をしても少ないコストで収まっているようですので

重要です。行革計画などに示された市の方針等があれば示していただきたいです。

 

次回、示します。 

 

 

同様の件で、別紙 2の地図でなぜ土器西（聖池の東側）の小さなブロックが民間

委託されているのですか。何か特別な理由があるのですか。 

 

それについても、次回お示しします。 
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P10、8（野外活動センター整備事業）について 

「駐車スペースは舗装、区画線等は整備されておりません。」とありますが、整

備しないという意味ですか、それとも現状の説明をしたものでしょうか。それと、

｢指定管理者の体育協会がチラシ等で丁寧に説明している｣とありますが、何を丁寧

に説明しているのか、教えてください。 

 

今回は、事業の内容、現状の説明をしているものです。体育協会の説明内容につ

いては、所管課に確認いたします。 

 

現実に園内の道路は荒れ果てています。看板などはりっぱですが、駐車場も整備

が不十分ですので、一度現地を見ていただければわかると思います。 

 

P11、25（コミュニティバス運行事業）について 

コミュニティバスの利用促進の手立てはありますか。 

 

何回かダイヤ、路線の変更をしていますが、成果が上がっていないのが実情です。

 

 

どの程度の頻度でダイヤ、路線は見直しされていますか。硬直化していないこと

を確認するためにも見直しの状況を教えてください。 

 

次回にお示しいたします。 

 

 

コミュニティバスの運営は難しいでしょう。ルート、ダイヤを変えても市民は満

足しないと思います。JR では自転車を持ち込める車両を取り入れています。コミュ

ニティバスも窓側に背もたれを置いて真ん中を広くしたり、自転車の持ち込みを可

能にすれば利用促進につながると思います。 

 

これまで、ステップを低くし障害者も乗りやすくした車両も導入しています。利

用者の意見を参考に、交通弱者にとってコミュニティバスは必要だという認識で、

これからも工夫しながら利用者を増やしたいです。 

 

高齢者が増えるなか、特に綾歌、飯山地域では、公共交通機関の整備は大切です。

 

事務事業評価(一次評価)結果一覧 P4、30(生活道路整備事業)について 

この事業の内容はどういったものですか。 
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主には市民の要望により、生活道路の新設や道路幅員の拡大などを行う事業で

す。 

 

 

市道幹線道路、生活道路の定義は何ですか。 

 

ここでは、予算上の項目により事業を区分したもので明確な定義はありません

が、事業規模で言いますと、市道幹線道路は国庫補助事業クラス、生活道路は県補

助もしくは市単独事業クラスになります。 

 

全体として 7,000 メートルということはあまり大きな事業ではないのですね。 

 

実際、具体的に整備した路線を示していただければわかりやすいと思います。 

 

次回示したいと思います。 

 

 

施策番号 24（障害者福祉の充実）について 

目の不自由な方へのサービスが具体的な事業として入っていないので、どういっ

たものがあるのか教えてください。 

 

調べて次回お答えします。 

 

 

事業番号 143（家庭教育事業）について 

平成 19 年度に比べ、平成 20 年度のコストが上がっているのはなぜですか。 

 

調べてみます。 

 

 

事業番号 136（丸亀っこの食育推進事業）について 

食育に関する指標の目標値が 215%とありますが、正しいですか。 

 

これは間違いではないかと思います。確認します。 

 

 

P9、40(定員管理の適正化と人材育成)について 

｢職種ごとに必要な職員の計画的な採用に努めていかなければならない｣とあり
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ますが、今後の採用の方向性があれば教えてください。 

 

定員管理については、行革プランにも挙げられており、平成 22 年 4 月 1 日時点

に職員数を 980 人というのが、数値目標として設置されています。現在職員は 1,000

人ちょっとですが、定年退職、早期退職を考慮すると 980 人を割り込むため、今年

は採用を決め、来年も採用を考えています。基本的に考えると、年間最低約 30 人

を採らないと組織が成り立たなくなります。 

 

今年採用される行政職は、どのような部署に配置されるのですか。 

 

行政職は人事異動もあるため、必要な部署に配置されます。 

 

一般的な話だが、平成 19 年度コストは決算額を書かれているのですか。 

 

決算額で示しています。 

 

 

決算はまるまった数字で表すのですか。例えば事業番号 134（中学校学力調査）

において決算額が 400 万円となっていますが、実際は 400 万円きっちりではないと

思います。表示した以上、事実に基づいた資料にしていただきたいです。 

 

資料を作成する上で、基本的には千円単位の数字を求めておりますが、1 次評価

の段階ではまだ出納整理期間中であったため、担当課によっては概数で出されたと

ころもあります。現時点では決算見込みの数値としてご理解いただければと思いま

す。 

 

P12、76（防災行政無線施設整備事業）について 

防災行政無線は、合併後の丸亀市全域で整備されるのですか。 

 

その予定です。工事にはまだとりかかっていませんが、設計では市全域となって

います。 

 

いつまでに完了するのですか。 

 

平成 21 年度末には事業が完了する予定です。 

 

 

審議会等への女性の参画状況一覧に関して、女性の割合の目標値を二つに分ける

必要があるのではないでしょうか。女性の比率を高めようとしても短期的には難し
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いものと、市の努力によって比較的短期間で比率を高められるものが考えられま

す。例えば防災会議などは構成員が定められており、市の努力だけでは女性の比率

を高めるのは非常に難しいと思われます。また一方では、人権政策推進審議会など

市の取り組み次第で比率を上げられるものもあります。国の場合は、こうしたもの

を区分して推進していると思うのですが、市も二つに分けて目標設定してみてはど

うでしょうか。 

 

私は、女性の入る余地がまだかなりあると思います。また、現実的に今から二分

割するのは、難しいのではないでしょうか。 

 

市ではこのようなとりまとめをした中で女性の参画を進めているので、今のとこ

ろは分けずに推進していきたいと考えています。 

 

全体の目標値 40%を達成するためには、短期的に数値を上げられるところは 50%、

60%にしていかないと達成されないわけですから、全体的に数値をあげるには多大

な努力が必要だと思います。 

 

そのため、改選時の取り組みが大切になると考えます。 

 

事業番号 169（電子入札システム導入事業）について 

電子入札は 100%実施する予定ですか。 

 

市で言うところの財政課が行う入札については、基本的には 100%実施する予定と

しております。 

 

今回の資料は、歳出の数字ばかりが示されていますが、税金、使用料等の滞納額

など、歳入に関する数字は評価資料としないのですか。歳入増加に対する取り組み

も考える必要があるのではないでしょうか。 

 

今回の項目にはありませんが、今後、考えていきたいと思います。 

 

施策番号 14（商工業と観光の振興）について 

評価の内容が商店街に限られていますが、大型小売店などは、施策推進の中に入

らないのですか。大型小売店に人が流れるのが悪いようにも受け止められ、少し疑

問に感じます。 

 

現在、商店街の衰退が社会問題になっているので、市の施策として商店街の活性

化に重点を置いています。 
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ほかにありませんか。それではその他、総括的質問等があればお願いします。 

 

P16 について 

市民アンケートの内容はどのようなものですか。 

 

市民アンケートの結果については、いくつかを指標の中にも取り入れています

が、分野ごとの市民の満足度や、今後のまちづくりについて市民がどのような取組

を重要と感じているかといったような内容で、総合計画策定の基礎資料としていま

す。 

 

事業番号 145(美術館管理運営事業)について 

指定管理料で支払う場合と補助金の交付による場合の扱いの違いを説明してく

ださい。 

 

指定管理者制度が導入される以前は、公共団体は公の施設について管理委託をす

ることができていました。当時、消費税において人件費は非課税だという考え方が

ありました。委託料なら請負ということで消費税がかかります。税務署との協議の

中で、市の事業として行い、人件費部分をはずしてくれるなら消費税を控えましょ

うという話で人件費部分を補助金という形にしました。ところが指定管理者制度が

始まり、それはおかしいということで、あくまでも人件費を含めたすべてを指定管

理料として扱うようになりました。 

 

質問についてはこれくらいでよろしいでしょうか。本日、回答をもらっていない

事項については、後日いただくということで、これから「評価作業シート」の作成

ということになりますが、これについて事務局から何かありますか。 

 

7 月 22 日(火)までに評価作業シートの必用な所に記入していただき、提出をお願

いしたいと思います。 

 

さっそく委員の方には、評価作業シートの作成に取りかかっていただきたいと思

います。「議事の 2、その他」でありますが、事務局の方で何かありますか。 

 

第 1 回行政評価委員会の会議録を事前に送らせていただきましたが、内容につい

てご了承いただけましたら、早速ホームページに掲載したいと考えています。いか

がでしょうか。 

 

《了承》 

 

ほかに何かありますか。 
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次回の委員会の日程を調整したいと思います。 

 

《8 月 1 日（金）午後 1:30 から開催、8月 8日(金)午前 10:00 を予備日》 

 

以上をもちまして、本日の委員会を終了したいと思います。皆様、お疲れ様でし

た。 

 


